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パソコン小話（１１７） 

 

ファイル名変更の簡単操作と拡張子の話 

 

ワードやエクセル、写真、音楽など一度付けた名前を変える時がありますね。 

この時、誤ってファイルの拡張子まで変えたり、1字削除したりしますと、エラーメッセー

ジが出ますが、操作を誤ると 2度とファイルが開きません。 

ここでは、便利な名前の変更と拡張子の非表示などを記述します。 

 

方法→マウスのダブルクリックは、素早くカチ、カチと２回押しますが、ファイル名を変

えるときには、マウスをカチッ、～～ カチッとゆっくり２回押します（左クリック） 

 

以下はその手順です。 

 

１．あらかじめ、エクスプローラーを開く 

  例として「ワードのアンカーとは？.docx 」のファイル名を「「ワードのアンカーの働

き.docx 」に変更する場合。 

 

２．変えたいファイル名をマウスで「カチッ」選択（ワードのアンカーとは？.docx）  

 

 

 
 

３．同じところで、一呼吸置いてから、もう一度マウスで「カチッ」と押す 

  そうすると、変更できる文字の部分が青地となる。 

 
 

別な技・・・・ファンクションキーの F2を押しても、同様に青地に出来ます。 

       場面場面で使い分けましょう。 

 

４．全部変えるなら、青地のまま、文字入力をする→上書きされます → Ｅｎｔｅｒ 

拡大した 
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５．一部の文字のみ変える場合は、変える文字のところを、マウスでクリックする → 

  → カーソルが立つので、文字の編集をおこなう → Ｅｎｔｅｒ 

 

 
 

 
 

以上です。 

 

この操作は、複数のファイル名を変えるとき、特に便利である。少し練習をすれば 

直ぐに出来ます。 

 

８．誤って、拡張子までいじってしまった場合、下図のエラーメッセージが出る 

     → いいえ を選択します（元に戻ります） 

 

 
９．正しく変更します。拡張子の部分は触ってはいけません。 

 

拡張子を非表示にする設定（Windows10） 

 

１０．拡張子を誤って触らないように、拡張子を非表示にする設定があります。 

   表示タブ → ファイル名拡張子 のチェックを外す 

 
 

ただ、拡張子は、これはこれで有効な使い道がありますので、何でもかんでも非表示に 

する必要はありません、必要に応じて、表示・非表示を使い分けてください。 

 以上 


